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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

◯ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

 本研究は、数理物理学と関連して代数幾何学の新しい現象と理論の構築を行い、国際拠点形成を目指

すものである。 

 数理物理におけるクーロン枝の数学的理論の構築から、新たにヒッグス枝の数学的基礎付けを与え

た研究成果は、数学に留まらず数理物理学への波及効果も大きく、当該研究テーマに沿った顕著な研究

成果と評価する。また、無限体積上のゲージ理論やトロピカル幾何との関連など新しい展開も得られつ

つあり、今後の進展を期待する。 

 一方、その中で本課題の研究遂行における研究代表者の役割が明確ではない。また、国際拠点形成が

どのように行われるか、更なる工夫を期待する。 


